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町
長
行
政
報
告

北
海
道
胆
振
東
部
地
震

に
伴
う
全
町
停
電
へ
の

対
応

９
月
６
日
の
午
前
３
時
８
分

に
北
海
道
地
方
で
は
過
去
最
大

の
震
度
７
を
記
録
し
た
地
震
の

発
生
に
よ
り
、
全
道
で
２
９
５

万
戸
が
停
電
す
る
と
と
も
に
、

土
砂
災
害
や
断
水
な
ど
の
大
き

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

当
町
で
も
約
25
時
間
に
わ
た
っ

て
全
町
で
停
電
が
続
き
、
住
民

生
活
等
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ

し
ま
し
た
。
町
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
深
夜
の
停
電
へ
の
不
安

を
解
消
す
る
た
め
、
広
報
車
の

巡
回
に
よ
る
町
民
へ
の
情
報
提

供
、
自
主
避
難
所
の
開
設
、
自

治
会
を
通
し
て
災
害
弱
者
の
避

難
周
知
な
ど
の
対
応
・
対
策
を

行
い
ま
し
た
。
幸
い
に
も
７
日

午
前
４
時
過
ぎ
に
停
電
の
解
消

が
始
ま
り
、
７
日
午
前
中
に
は

全
町
で
停
電
が
解
消
さ
れ
ま
し

た
が
、
長
期
停
電
時
に
お
け
る

対
応
に
課
題
も
み
う
け
ら
れ
た

こ
と
か
ら
、
今
後
の
対
応
・
対

策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま

す
。平

成
30
年
度　
　
　
　

興
部
町
防
災
訓
練

毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
防
災

訓
練
に
つ
い
て
は
、
昨
年
は
土

砂
災
害
を
想
定
し
た
大
規
模
な

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
本
年

度
に
つ
い
て
は
10
月
16
日
㈫
の

実
施
に
向
け
て
調
整
中
で
す
。

訓
練
の
内
容
に
つ
い
て
は
大
雨

に
よ
る
興
部
川
の
氾
濫
を
想
定

し
た
住
民
の
避
難
訓
練
及
び
消

防
団
に
よ
る
水
防
訓
練
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
網
走
気
象
台

か
ら
講
師
を
招
き
、
最
近
の
気

象
に
関
す
る
講
演
を
行
う
計
画

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
訓
練
の
詳

細
が
決
定
し
た
ら
広
報
等
に
よ

り
住
民
へ
の
周
知
を
実
施
し
、

多
く
の
町
民
の
方
々
の
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

農
作
物
の
作
況

本
年
の
１
番
牧
草
は
、
６
月

上
旬
ま
で
は
、
天
候
及
び
気
温

に
も
恵
ま
れ
、
平
年
よ
り
３
日

早
い
生
育
で
し
た
が
、
そ
の
後

の
長
雨
に
よ
り
収
穫
時
期
が
大

幅
に
遅
れ
ま
し
た
。
２
番
牧
草

に
つ
い
て
も
、
１
番
牧
草
の
収

穫
遅
れ
と
そ
の
後
の
天
候
不
順

に
よ
り
、
８
月
30
日
現
在
で
、

平
年
よ
り
４
日
遅
い
生
育
と
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
飼
料
用
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
に
つ
い
て
は
、
牧
草
と
同
様

に
天
候
の
影
響
を
受
け
、
平
年

の
草
丈
２
４
０
㎝
に
対
し
、
平

均
で
１
６
２
㎝

と
極
端
に
低

く
、
生
育
は
平
年
よ
り
７
日
遅

れ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

生
乳
生
産
の
状
況

８
月
31
日
現
在
、
３
万
７
千

７
３
６
ｔ
で
、
計
画
対
比
１
０

０
・
６
％
、
前
年
対
比
１
０

１
・
１
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

林
業
関
係
の
状
況

本
年
度
計
画
し
て
い
た
造
林

地
の
下
刈
に
つ
い
て
は
事
業
を

完
了
し
、
間
伐
・
植
栽
工
事
に

つ
い
て
は
沙
留
地
区
保
安
林
の

開
伐
工
事
を
発
注
済
で
、
40
％

の
進
捗
状
況
で
す
。
今
後
は
宇

津
地
区
及
び
富
丘
地
区
の
植
栽

工
事
の
発
注
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

漁
業
生
産
の
状
況

８
月
末
現
在
、
全
体
水
揚
量

は
９
千
３
２
８
ｔ
で
、
前
年
同

期
比
４
３
０
ｔ
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。
主
な
漁
獲
量
に
つ
い

て
は
毛
ガ
ニ
漁
で
は
計
画
対
比

55
％
の
53
ｔ
で
、
管
内
全
体
で

不
漁
と
な
り
、
漁
獲
許
容
量
に

到
達
せ
ず
に
７
月
25
日
に
漁
を

終
え
て
い
ま
す
。
ホ
タ
テ
漁
は

計
画
対
比
77
％
の
１
万
９
１
２

ｔ
、
前
年
同
期
比
２
千
９
７
９

ｔ
の
増
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
マ
ス
定
置
網
漁
は
７

月
24
日
に
水
揚
げ
が
開
始
さ

れ
、
前
年
同
期
比
１
０
３
ｔ
増

の
１
４
１
ｔ
、
サ
ケ
定
置
網
漁

９
月
４
日
よ
り
水
揚
げ
が
開
始

さ
れ
、
漁
獲
量
及
び
価
格
と
も

に
、
今
後
の
好
漁
を
期
待
す
る

と
こ
ろ
で
す
。

建
設
工
事
の
発
注
状
況

９
月
１
日
現
在
、
土
木
・
水

道
工
事
、
建
築
工
事
と
も
予
定

工
事
は
全
て
発
注
済
み
で
す
。

平成30年 第3回

町議会定例会のあらまし
　平成30年第3回定例会は、9月11日㈫開会され、町長の行政報告、承認1件、議案6件、

認定1件、同意1件、報告2件、発議2件、計13案件が審議されました。
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一
般
会
計
補
正
予
算

 

（
第
２
号
）

補
正
額
は
５
億
８
千
81
万
円

を
追
加
し
、
総
額
53
億
６
千
２

７
４
万
円
と
し
、
原
案
ど
お
り

可
決
し
た
。

歳
出
の
主
な
も
の

○
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
導

入
支
援
業
務
委
託
料

 

２
１
６
万
円
増

○
介
護
職
員
初
任
者
研
修
業
務

委
託
料　
　

１
４
０
万
円
増

○
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
事
業

補
助
金 

２
８
０
万
円
増

○
畜
産
・
酪
農
収
益
力
強
化
特

別
対
策
事
業
補
助
金

　

 

５
億
７
千
５
３
１
万
円
増

○
興
部
町
小
規
模
事
業
者
開
業

支
援
補
助
金

 

１
６
０
万
円
増

特
別
会
計
補
正
予
算

特
別
会
計
２
会
計
で
補
正
予

算
が
提
案
さ
れ
、
原
案
ど
お
り

可
決
し
た
。

○
興
部
町
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

 

（
第
２
号
）

補
正
額
は
４
９
１
万
円
を
追

加
し
、
総
額
５
億
７
千
７
８
６

万
円
と
し
た
。

補
正
内
容
は
、
平
成
29
年
度

分
療
養
給
付
費
等
負
担
金
清
算

に
よ
る
返
還
金
の
増
額
等
。

○
興
部
町
介
護
保
険
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算 

（
第
２
号
）

補
正
額
は
、
９
４
１
万
円
を

追
加
し
、
総
額
３
億
９
２
３
万

円
と
し
た
。

補
正
内
容
は
、
平
成
29
年
度

介
護
給
付
費
清
算
に
よ
る
還
付

金
の
増
額
及
び
短
期
集
中
予
防

サ
ー
ビ
ス
委
託
料
の
増
額
等
。

制
定
・
改
正
さ
れ
た

条
例

○
興
部
町
議
会
基
本
条
例
の
制

定
○
興
部
町
立
保
育
所
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

○
興
部
町
指
定
地
域
密
着
型
サ

ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

等
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

○
興
部
町
指
定
地
域
密
着
型
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の

人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

報
告
さ
れ
た
案
件

○
平
成
29
年
度
普
通
会
計
等
財

政
健
全
化
判
断
比
率
及
び
公

営
企
業
会
計
資
金
不
足
比
率

の
報
告

○
平
成
29
年
度
興
部
町
一
般
会

計
予
算
継
続
費
精
算
報
告
書

の
報
告

教
育
委
員
会
委
員
の

任
命

任
期
満
了
に
伴
い
、
再
度
、

櫻
木
ト
モ
枝
氏
を
任
命
同
意
し

た
。意

見
書
の
採
択

○
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産

業
化
に
向
け
た
施
策
の
充

実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

提
出
者　

前
田　

義
雄
議
員

賛
成
者　

阿
部　

昭
一
議
員

賛
成
者　

藤
渡　

昭
博
議
員

賛
成
者　

竹
内　
　

清
議
員

・
森
林
の
多
面
的
機
能
を
持
続

的
に
発
揮
し
、
林
業
・
木
材

産
業
の
振
興
と
山
村
に
お
け

る
雇
用
の
安
定
を
図
る
。
更

に
森
林
資
源
の
循
環
利
用
を

通
じ
て
林
業
・
木
材
産
業
の

成
長
産
業
化
を
実
現
す
る
た

め
、
森
林
整
備
か
ら
木
材
の

加
工
・
流
通
、
利
用
ま
で
の

一
体
的
な
取
り
組
み
や
森
林

づ
く
り
を
担
う
事
業
体
や
人

材
の
育
成
に
必
要
な
支
援
措

置
を
充
実
・
強
化
す
る
こ
と

を
求
め
る
意
見
書
を
提
出
。

議
会
の
動
き

平
成
30
年
８
月
14
日
以
降

８
月
14
日　

魚
霊
祭
・
海
上
遭

難
者
供
養
及
び
灯

篭
流
し

　
　

24
日　

興
部
高
等
学
校
間

口
対
策
協
議
会

　
　

25
日　

遠
紋
地
区
市
町
村

議
会
議
員
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
大
会

　
　

27
日　

議
会
全
員
協
議
会

　
　

28
日　

第
１
回
広
域
紋
別

病
院
企
業
団
議
会

臨
時
会

　
　

30
日　

網
走
地
方
森
林
・

林
業
・
林
産
業
活

性
化
促
進
議
員
連

盟
連
絡
会
総
会

９
月
６
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

11
日　

第
３
回
町
議
会
定

例
会
（
１
日
目
）

　
　
　

〃　

議
会
広
報
特
別
委

員
会

　
　
　

〃　

決
算
審
査
特
別
委

員
会
（
１
日
目
）

　
　

12
日　

興
部
町
敬
老
会

　
　

13
日　

決
算
審
査
特
別
委

員
会
（
２
日
目
）

　平成29年度興部町各会計決算認定は、議員全員による決算審

査特別委員会が設置され、委員長に小泉優子委員、副委員長に阿

部昭一委員を選出した。同委員会は、９月11日、13日の二日間

にわたり全体会議方式で詳細に審査を行い、採決の結果、原案ど

おり認定した。

平成29年度　各会計歳入歳出決算認定
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14
日　

第
３
回
町
議
会
定

例
会
（
４
日
目
）

　
　
　

〃　

議
会
全
員
協
議
会

　
　

21
日　

第
２
回
広
域
紋
別

病
院
企
業
団
議
会

定
例
会

　
　

25
日　

遠
紋
地
区
町
村
議

会
事
務
局
長
事
務

研
修
会

　
　

28
日　

紋
別
地
区
消
防
組

合
議
会
臨
時
会

10
月
２
～　

合
同
常
任
委
員
会

　
　

３
日　

道
内
行
政
視
察

　
　

４
日　

乳
牛
感
謝
祭
並
び

に
牛
馬
祭

　
　

６
日　

札
幌
お
こ
っ
ぺ
故

里
会
総
会
・
懇
親

会

９
～
11
日　

遠
紋
地
区
市
町
村

議
会
議
長
会
道
内

行
政
調
査

11
～
12
日　

全
国
木
の
ま
ち
サ

ミ
ッ
ト
in
つ
べ
つ

15
～
16
日　

北
海
道
町
村
議
会

議
長
会
事
務
局
長

事
務
研
究
会

　
　

16
日　

興
部
町
防
災
訓
練

　
　

20
日　

滝
上
１
１
０
年
祭

記
念
式
典

　
　

21
日　

巡
視
船
そ
ら
ち
就

総
務
社
会
常
任
委
員
会
は
、

７
月
24
日
リ
ハ
ビ
リ
特
化
型
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
カ
ラ
ダ
ラ
ボ
紋
別

を
視
察
し
ま
し
た
。
運
営
は
有

限
会
社
ラ
ボ
ジ
ャ
パ
ン
で
５
年

前
に
開
業
し
て
い
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
に
特
化
し
た
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
理
学
療
法
士

の
大
学
教
授
が
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
な
っ
て
い
ま
す
。

利
用
者
の
有
す
る
能
力
に
応

じ
、
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
必
要
な

日
常
生
活
動
作
及
び
機
能
訓
練

を
行
っ
て
い
ま
す
。
施
設
は
広

さ
が
約
28
畳
ほ
ど
あ
り
、
旧
店

舗
を
改
装
し
た
も
の
で
す
。
身

体
機
能
向
上
の
た
め
、
機
械
器

具
な
ど
も
設
置
し
、
１
日
20
名

（
８
月
よ
り
23
名
）
を
受
け
入

れ
て
い
ま
す
。
利
用
者
個
々
に

合
っ
た
計
画
を
設
定
し
、
午
前

３
時
間
、
午
後
３
時
間
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
利

用
者
の
皆
さ
ん
は
と
て
も
楽
し

そ
う
に
身
体
を
動
か
し
た
り
、

ベ
ッ
ド
の
上
で
電
気
治
療
を
し

て
い
ま
す
。

施
設
で
は
利
用
者
の
社
会
的

孤
立
感
の
解
消
、
心
身
機
能
の

維
持
、
家
族
の
精
神
的
負
担
の

軽
減
を
目
的
と
し
、
全
職
員
８

名
で
活
動
し
、
興
部
町
か
ら
も

14
名
の
利
用
者
が
い
て
、
施
設

で
は
紋
別
市
内
、
興
部
町
内
の

利
用
者
の
送
迎
を
行
っ
て
い
ま

す
。食

事
、
入
浴
は
無
く
、
介
護

保
険
対
応
で
利
用
者
の
自
己
負

担
金
は
少
な
く
、
毎
日
利
用
か

ら
週
一
回
の
利
用
ま
で
あ
り
、

興
部
町
で
は
土
曜
日
、
午
前
９

時
30
分
か
ら
11
時
30
分
ま
で
興

部
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
出
張
リ
ハ
ビ
リ
を
実
施
、

毎
週
19
名
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

所
管
事
務
調
査
報
告

　

総

務

社

会

常

任

委

員

会

興
部
町
内
で
こ
の
よ
う
な
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
が
実
施
さ
れ
る
と

町
内
の
み
な
ら
ず
、
雄
武
町

や
、
西
興
部
村
か
ら
の
利
用
者

も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

今
後
、
興
部
町
内
で
も
考
え
て

み
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

（
記
：
総
務
社
会
常
任
委
員
会

委
員
長
　
小
泉 

優
子
）
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役
披
露
式

　
　

23
日　

議
会
全
員
協
議
会

　
　

24
日　

オ
ホ
ー
ツ
ク
町
村

議
会
議
長
会
正
副

会
長
会
議
・
役
員

会

24
～
25
日　

オ
ホ
ー
ツ
ク
圏
活

性
化
期
成
会
北
海

道
要
望
（
秋
季
）

　
　

25
日　

議
会
広
報
特
別
委

員
会

　
　

29
日　

沙
留
漁
港
船
巻
施

設
安
全
祈
願
祭

　
　

30
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

〃　

第
１
回
町
議
会
臨

時
会

　

31
日
～　

高
規
格
幹
線
道
路

11
月
２
日　

旭
川
・
紋
別
自
動

車
道
早
期
建
設
促

進
期
成
会
中
央
要

望
（
秋
季
）

　
　

２
日　

ほ
た
て
貝
漁
業
切

上
直
会

　
　

５
日　

議
会
広
報
特
別
委

員
会

　
　

11
日　

沙
留
保
育
所
お
遊

戯
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会
は
、

７
月
18
日
に
、
町
の
基
幹
産
業

の
一
つ
で
あ
る
漁
業
の
柱
と
な

っ
て
い
る
ほ
た
て
漁
の
現
地

（
操
業
）
視
察
を
し
て
き
ま
し

た
。オ

ホ
ー
ツ
ク
海
の
ほ
た
て
漁

は
、
平
成
26
年
冬
、
低
気
圧
に

伴
い
相
次
い
だ
大
時
化
の
影
響

で
深
刻
な
被
害
を
及
ぼ
し
ま
し

た
が
、
昨
年
で
町
の
低
気
圧
被

害
ホ
タ
テ
貝
漁
場
復
旧
対
策
事

業
も
終
わ
り
今
年
か
ら
や
っ
と

回
復
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

視
察
は
、
沙
留
港
か
ら
出
港

し
、
沙
留
漁
協
鈴
木
参
事
と
ほ

た
て
貝
漁
業
生
産
部
会
松
山
部

会
長
に
よ
り
稚
貝
採
苗
か
ら
出

荷
ま
で
の
稚
貝
養
殖
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
な
が
ら
本
操
業
場

所
へ
向
か
い
ま
し
た
。
各
船
が

八
尺
を
投
入
す
る
所
か
ら
取
り

入
れ
選
別
と
休
み
な
く
働
く
姿

を
見
な
が
ら
乗
組
員
の
皆
さ
ん

の
逞
し
さ
、
機
敏
さ
、
大
変
さ

に
感
動
し
ま
し
た
。

視
察
中
、
本
年
度
は
水
揚
げ

計
画
１
万
４
千
ト
ン
に
対
し
、

７
月
11
日
現
在
で
４
千
７
６
１

ト
ン
、
平
均
単
価
１
０
９
・
６

円
で
金
額
は
５
億
２
千
１
９
３

万
３
千
円
で
あ
る
こ
と
や
、
平

成
14
年
か
ら
昨
年
ま
で
の
オ
ホ

ー
ツ
ク
管
内
の
ほ
た
て
貝
水
揚

げ
数
量
、
金
額
の
推
移
の
説
明

を
受
け
た
後
、
ほ
た
て
乗
組
員

不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る
現
状

等
の
問
題
に
つ
い
て
も
相
談
を

受
け
ま
し
た
。
安
心
し
て
働
け

る
環
境
、
乗
組
員
の
家
族
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
も

今
後
の
課
題
で
す
。

帰
港
前
に
沙
留
港
水
産
流
通

基
盤
整
備
事
業
の
中
の
東
護
岸

新
設
工
事
状
況
を
沖
側
（
海

側
）
よ
り
視
察
し
説
明
を
受

け
、
帰
港
後
、
新
上
架
施
設
を

見
学
し
ま
し
た
。
新
施
設
は
12

月
よ
り
稼
動
し
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

も
す
る
そ
う
で
す
。
町
の
新
名

所
に
な
る
と
良
い
で
す
ね
。

最
後
に
、
ほ
た
て
船
団
の
安

全
操
業
と
今
後
ま
す
ま
す
の
大

漁
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
船
を
出
し
て
く
だ
さ

っ
た
第
三
十
一
正
福
丸
船
主
の

岩
渕
正
敏
様
、
船
長
の
岩
渕
正

照
様
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

（
記
：
産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
　
竹
内
　
　
清
）

所
管
事
務
調
査
報
告

　

産

業

建

設

常

任

委

員

会
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「
美
瑛
慈
光
会
」
は
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
小
規
模
多

機
能
型
居
宅
介
護
施
設
や
短
期

入
所
生
活
介
護
な
ど
の
数
事
業

所
と
グ
ル
ー
プ
を
組
み
、
高
齢

者
や
身
障
者
の
ケ
ア
を
行
っ
て

い
る
社
会
福
祉
法
人
で
す
。
こ

の
「
美
瑛
慈
光
会
」
は
昭
和
52

年
に
開
設
し
、
そ
の
後
平
成
18

年
の
制
度
改
正
よ
り
サ
テ
ラ
イ

ト
特
養
の
仕
組
み
が
出
来
た
こ

と
に
よ
っ
て
各
種
の
介
護
施
設

と
密
接
に
連
携
を
取
り
、
要
介

護
３
〜
５
ま
で
の
介
護
し
か
出

来
な
か
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
、
現

状
、
要
支
援
１
〜
２
、
要
介
護

１
〜
５
ま
で
の
全
て
の
サ
ー
ビ

ス
を
施
設
の
垣
根
を
越
え
て
行

っ
て
い
る
社
会
福
祉
法
人
で

す
。
美
瑛
町
内
の
小
さ
な
集
落

に
も
必
ず
１
件
の
施
設
を
置

き
、
「
ふ
れ
あ
い
の
場
」
と
し

て
の
機
能
も
併
せ
持
ち
、
「
通

い
」
「
宿
泊
」
「
訪
問
」
を
使
っ

て
、
い
ろ
ん
な
困
っ
た
に
対
し
、

一
人
一
人
の
思
い
や
生
活
ス
タ

イ
ル
に
合
わ
せ
て
柔
軟
に
支
え

て
い
ま
す
。
興
部
町
に
「
さ
け
」

釣
り
で
た
び
た
び
訪
問
し
て
い

る
理
事
長
は
、
『
興
部
町
に
は

「
高
齢
者
住
宅
」
と
「
高
齢
者

支
援
生
活
セ
ン
タ
ー
」
が
あ
る

こ
と
は
知
っ
て
い
る
。
こ
れ
を

上
手
に
利
活
用
し
、
小
規
模
多

機
能
型
事
業
所
を
合
わ
せ
る
こ

と
で
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
が

無
く
て
も
「
美
瑛
慈
光
会
」
の

よ
う
な
態
勢
づ
く
り
が
可
能
で

あ
る
。
』
と
の
お
話
で
あ
り
ま

し
た
。
数
年
後
に
は
高
齢
者
の

割
合
が
ピ
ー
ク
に
達
し
、
そ
の

後
は
徐
々
に
減
っ
て
行
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
が
、
夫
婦
の
一

人
に
先
立
た
れ
た
高
齢
者
の
56

美
瑛
町
　
社
会
福
祉
法
人

「
美
瑛
慈
光
会
」
行
政
視
察
報
告

％
が
独
居
で
あ
る
と
い
う
現
実

が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
ど
の
様
に

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
か
が
「
総

合
的
町
づ
く
り
」
で
あ
り
「
全

員
野
球
」
で
の
体
制
づ
く
り
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。
興
部
町
で

「
働
き
」
、
「
貢
献
」
し
た
介
護

や
生
活
支
援
が
必
要
に
な
っ
た

高
齢
者
を
、
施
設
が
な
い
と
い

う
理
由
で
近
隣
の
町
村
に
押
し

つ
け
て
し
ま
う
「
今
の
体
制
を

変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
視
察

で
あ
り
ま
し
た
。

（
記
：
総
務
社
会
常
任
委
員
会

副
委
員
長
　
佐
藤
　
吉
春
）

道

内

行

政

視

察

報

告

10
月
２
日
に
南
幌
町
の
稲
わ

ら
ペ
レ
ッ
ト
を
利
用
し
た
地
域

循
環
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
視

察
を
し
ま
し
た
。
町
の
総
面
積

の
65
％
を
占
め
る
水
田
の
副
産

物
で
あ
る
稲
わ
ら
に
着
目
し
、

有
効
活
用
を
図
り
化
石
燃
料
に

代
わ
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し

て
、
稲
わ
ら
を
ペ
レ
ッ
ト
化
し

燃
料
と
し
て
用
い
る
こ
と
で
、

二
酸
化
炭
素
の
削
減
と
地
域
循

環
社
会
の
形
成
を
目
指
す
取
り

組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。
平
成

23
年
に
は
、
な
ん
ぽ
ろ
温
泉
に

ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
を
導
入

し
、
実
証
実
験
を
行
い
多
く
の

課
題
も
見
つ
か
り
ま
し
た
。
稲

わ
ら
だ
け
で
は
総
発
熱
量
が
木

質
ペ
レ
ッ
ト
に
比
べ
低
く
、
灰

分
も
多
く
木
質
ペ
レ
ッ
ト
と
の

南
幌
町

「 
稲
わ
ら
ペ
レ
ッ
ト
を
利
用
し
た
地
域
循
環 

シ
ス
テ
ム
」
に
つ
い
て
行
政
視
察
報
告
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混
焼
が
有
効
で
あ
り
、
そ
の
た

め
木
質
ペ
レ
ッ
ト
と
１
対
１
の

割
合
で
混
合
し
て
燃
焼
し
て
い

ま
す
。
燃
焼
灰
は
融
雪
剤
と
し

て
利
用
し
、
一
応
、
稲
わ
ら
ペ

レ
ッ
ト
を
利
用
し
た
地
域
循
環

シ
ス
テ
ム
は
構
築
さ
れ
ま
し
た

が
、
稲
わ
ら
ペ
レ
ッ
ト
を
燃
焼

で
き
る
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
、

小
型
ボ
イ
ラ
ー
の
開
発
も
余
り

進
ま
ず
、
な
に
よ
り
も
コ
ス
ト

が
高
く
、
Ａ
重
油
の
価
格
が
１

ℓ
１
２
０
円
以
上
で
な
い
と
経

済
的
に
は
合
わ
ず
、
実
用
化
に

向
け
て
は
、
ま
だ
多
く
の

問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

興
部
町
に
於
い
て
も
、

地
球
温
暖
化
の
防
止
や
循

環
型
社
会
の
形
成
を
目
指

し
た
取
り
組
み
と
し
て
、

家
畜
排
せ
つ
物
バ
イ
オ
ガ

ス
発
電
施
設
「
興
部
北

興
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン

ト
」
を
平
成
28
年
よ
り
稼

動
し
て
い
ま
す
。
本
年
か

ら
は
そ
こ
で
出
来
た
消
化

液
を
家
庭
園
芸
の
肥
料
と

し
て
町
民
に
販
売
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域

の
特
色
や
産
業
を
生
か
し

た
、
こ
の
様
な
取
り
組
み
が
広

が
り
を
見
せ
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。

（
記
：
産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長
　
藤
渡
　
昭
博
）

議
会
全
員
協
議
会

 

議
長　

山
川　

孝
義

８
月
27
日
、
９
月
14
日
協
議

会
を
開
催
し
理
事
者
及
び
所
管

課
か
ら
説
明
を
受
け
、
質
疑
を

行
っ
た
。

８
月
27
日

○
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の

導
入
に
つ
い
て

○
幼
保
一
体
化
の
推
進
に
つ
い

て
○
興
部
町
介
護
職
員
初
任
者
研

修
の
実
施
計
画
に
つ
い
て

○
北
オ
ホ
ー
ツ
ク
農
協
「
出
資

型
生
産
法
人
」
の
設
立
計
画

に
つ
い
て

○
産
業
振
興
支
援
施
策
に
つ
い

て

　

・ 「
（
仮
称
）
興
部
町
酪
農
業

振
興
支
援
条
例
（
案
）
」

に
つ
い
て

　

・ 

小
規
模
事
業
所
等
起
業
支

援
制
度
（
案
）
に
つ
い
て

　

・ 

９
月
補
正
予
算
に
つ
い
て

　
　

 

畜
産
・
酪
農
収
益
力
強
化

整
備
等
特
別
対
策
事
業

（
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
）
に

つ
い
て

　
　

 

機
構
集
積
協
力
金
交
付
事

業
に
つ
い
て

９
月
14
日

○
興
部
中
学
校
２
階
ト
イ
レ
の

改
修
に
つ
い
て

議
会
運
営
委
員
会

 

委
員
長　

佐
藤　

吉
春

９
月
６
、
13
日
委
員
会
を
開

催
し
次
の
事
項
に
つ
い
て
審
議

し
た
。

９
月
６
日

○
平
成
30
年
度
第
３
回
議
会
定

例
会
に
つ
い
て

９
月
13
日

○
平
成
30
年
度
第
３
回
議
会
定

例
会
に
つ
い
て

議

員

活

動

報

告

主役はあなたです！

議会を傍聴してみませんか
○次回定例会は 12 月です○

手続きは、傍聴者名簿に住所・氏名を記入するだけ
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会及び議員の活動の活性化を進める上で、必要な

議会運営の基本を定め、町政の情報公開と町民参

加の町づくりを基本とし、興部町の持続的で豊か

な町づくりに寄与することを目的とする。

第２章　議会の役割

（議会の役割）　　

第 ２条　議会は、町民の代表から構成される町の団

体意思の決定機関である。

　２ 　議会は町の議事機関であり、条例の制定及び

改廃、予算の議決、決算の認定並びに行政活動

の監視をする権限を有する。

第３章　議会及び議員の活動

（議会活動の原則）

第 ３条　議会は、次に掲げる原則に基づき活動しな

ければならない。

　⑴ 　議会は、公平性及び透明性を確保するととも

に、町民に開かれた議会を目指す。

　⑵ 　議会は、議決責任を深く認識し、町民に対し

て積極的な情報公開に取り組むとともに、説明

責任を果たす。

　⑶ 　議会は、自由闊達な討議を行い、町政の課題に

関する論点及び争点を明らかにするよう努める。

　⑷ 　議会は、把握した町民の多様な意見を基に政

策提言、政策立案等の強化に努める。

　⑸ 　議会は、町民本位の立場から、適正な町政運

営が行われているかを監視し評価する。

（議員の活動原則）

第 ４条　議員は、次に掲げる原則に基づき活動しな

ければならない。

　⑴ 　議員は、議会が言論の場であること、及び合

議制の機関であることを認識し、議員相互の自

由な討議の推進を重んじること。

　⑵ 　議員は、町政の課題全般について、町民の意

見を的確に把握するとともに、自らの資質の向

上に努め不断の研鑽によって、町民全体の代表

者としてふさわしい活動をすること。

　興部町民（以下「町民」という。）から選挙で選

ばれた議員により構成される興部町議会（以下「議

会」という。）は、町民の代表機関である。

　二元代表制は、議会と興部町長（以下「町長」と

いう。）がともに町民の信託を受け、議会は多人数

による合議制の機関として、町長は独任制の機関と

して、相互に緊張関係を維持しながら、政策をめぐ

る立案・決定・執行・評価（監視）において活発な

討論を行い、論点、争点を明確にし、これまで以

上に公平、公正、透明な議会運営を推進し、町とし

て最良の意思決定を導く共通の使命と責務を達成す

るために、私たち議会は、地方自治法（昭和 22年

法律第 67号。以下「法律」という。）の本旨に基づ

き町民の負託に的確に応えるため町民の福祉の向上

と、民主的な町政の発展に寄与するため本条例を制

定し、もって、未来に向けた新たな価値の創造に不

断の努力をかさね、町民の多様な意見を反映できる

議会づくりを進める。

第１章　総則

（目的）

第 １条　この条例は、町民に身近な議会として、議

目次

　前文

　第１章　総則（第１条）

　第２章　議会の役割（第２条）

　第３章　議会及び議員の活動（第３条・第４条）

　第４章　町民と議会との関係（第５条）

　第５章　町長等と議会の関係（第６条－第８条）

　第６章　議員間による自由討議（第９条）

　第７章　議会及び議会事務局（第10条－第12条）

　第８章　議員定数、議員報酬及び議員の政治倫理

 （第 13条－第 15条）

　第９章　条例の位置付けと議会及び議員の責務

 （第 16条－第 18条）

　附則

　平成 30年度第 3回興部町議会定例会において興部町議会基本条例を議員提案により提出し、

可決されました。興部町議会基本条例は、前文と 9章立てで構成されています。

・・・興部町議会基本条例・・・

興部町議会基本条例の制定

① へ② へ

①
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政策等の水準を高めるため、次に掲げる政策等の

決定過程を分かりやすく明らかにすることを求め

ることができる。

　⑴　政策等を必要とする背景

　⑵　検討した他の政策等の内容

　⑶　他の自治体の類似する政策との比較

　⑷　基本構想及び総合計画との整合性

　⑸　政策等の実施にかかわる財源措置

　⑹　将来にわたる政策等のコスト計算

　２ 　議会は、前項の政策等の提案等を審議するに

当たり、それらの政策等の水準を高める観点か

ら、立案、執行における論点、争点を明らかに

するとともに、執行後における政策評価を行い、

その結果を町民に情報として公開する。

　３ 　議会は、予算及び決算の審議に当たっては分

かりやすく施策別又は事業別の政策説明資料を

作成するよう求めることができる。

　（地方自治法第 96条第２項の議決事項）

第 ８条　議会は、地方自治法第 96条第２項の規定

に基づき、法に定めるもののほか、議会と町長等

がともに町民に対する責任を担うため、町政にと

って重要な政策等について、議会の議決すべき事

件として、別に条例で定める。

第６章　議員間による自由討議

（討議による合意形成）

第 ９条　議会は言論の府であり、議長は、議員相互

の自由な討議により、合議を形成する場であるこ

とを強く認識し運営しなければならない。

　２ 　議会は、議員提出案件及び町長提出案件を検

討審議し結論を出す場合、議員相互の充分な討

論を経た合意形成に努め、その経過及び結果に

ついて町民に情報を公開し、その内容説明を行

うものとする。

第７章　議会及び議会事務局

（議会事務局の体制）

第  10条　議会事務局は、議会及び議員の政策等の

提案機能、立法機能、監視機能、調査機能及び法

務機能を高めるため、議会事務局の機能強化に努

めるものとする。

（議員研修の充実強化）

第  11条　議会は、議員の政策形成及び立案能力の

向上に資する研修の充実効果を図り、この条例の

理念を議員に浸透させるよう努めるものとする。

（議会広報の充実）

第  12条　議会は、町政に係る重要な情報を、議会

　⑶ 　議員は、一部の団体及び地域の代表にとどま

らず、町民全体の奉仕者及び代表者としてふさ

わしい活動をすること。

第４章　町民と議会との関係

（町民と議会との関係）

第 ５条　議会は、議会の活動に関する情報公開と説

明責任を十分に果たし、町民と互いの情報を共有

し、説明責任を果たさなければならない。

　２ 　議会は、各委員会の運営に当たり、参考人制

度及び公聴人制度を十分に活用して、町民の専

門的又は政策的識見等を議会の討議に反映させ

るものとする。

　３ 　議会は、請願及び陳情を町民による政策提案と

位置づけ、その審議においては必要に応じ、提案

者の意見を聞く機会を設けなければならない。

　４ 　議会は、町民との意見交換の場を多様に設け

て、町民の意見を聴取し、議会の政策形成・議

会運営の改善に資するものとする。

　５ 　議会は、議案に対する各議員の態度を議会広

報で公表するなど、議員の活動に対して町民の

評価が的確にされるよう情報の提供に努めるも

のとする。

　６ 　議会は、町民が議会活動に参加し、議会との連

携を高め、町民に対し説明責任を果たす議会報告

会を少なくとも年１回開催し、広く町民の意見を

聴取して議会活動に反映させるものとする。

第５章　町長等と議会の関係

（町長等と議会及び議員の関係）

第 ６条　議会審議における議員と町長、その他執行

機関及びその補助職員（以下「町長等」という。）

との関係は、次に掲げるとおりとし、議会は、町

長等との緊張関係の保持に努めなければならない。

　⑴ 　議会は、町長等との立場及び権能の違いを踏

まえ議会活動を行う。

　⑵ 　議員は、町長等に対する質問について、広く

町政の課題に関する論点及び問題点を明らかに

するために、一問一答方式又は一括質問方式で

行う。

　⑶ 　本会議又は委員会に出席した町長等は、議員

から質問及び質疑を受けたときは、その論点を

整理するために、答弁に必要な範囲内で、議長

又は委員長の許可を得て当該議員に対し発言の

趣旨、内容の確認をすることができる。

（町長による政策形成過程の説明）

第 ７条　議会は、町長が提案する政策等について、

③ へ④ へ

③ ②
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之
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局
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査　

八
木　

実
央

議会及び議員は、この条例を遵守する責務を負う。

　２ 　議会及び議員は、議会に関する法律や他の法

令等の条項を解釈し、運用する場合においても、

この条例の定める理念や原則に照らし判断しな

ければならない。

（議会及び議員の責務）

第  17条　議会及び議員は、この条例に定める理念、

原則に基づいて制定される条例、規則、規程等を

遵守して議会を適正に運営し、町民を代表する合

議制の機関として、町民に対する責任を果たさな

ければならない。

（条例の見直し）

第  18条　議会は、一般選挙後、任期開始のできる

だけ早い時期に、この条例の目的が達成されてい

るか等の評価について、議会運営委員会において

検討するものとする。

　２ 　議会は、前項による検討の結果、制度の改善

が必要な場合は、この条例の改正を含めて適切

な措置を講じるものとする。

　３ 　議会の条例を改正する場合には、全議員の賛

同する改正案であっても、本会議において、改

正の理由及び背景を詳しく説明しなければなら

ない。

附則

１　この条例は、公布の日から施行する。

独自の視点から、常に町民に対して周知するよう

努めるものとする。

第８章　議員定数、議員報酬及び議員の

　　　　政治倫理

（議員定数）

第 13条　議員定数は、条例で別に定める。

　２ 　議会は適正な議員定数について、必要に応じ

て調査検討を行う。

（議員報酬）

第 14条　議員報酬は、条例で別に定める。

　２ 　議会は、適正な議員報酬について、必要に応

じ調査検討を行う。

　３ 　議員報酬の改正に当たっては、興部町特別職

報酬等審議会の答申を尊重する。

（議員の政治倫理）

第  15条　議員は、町民の負託に応えるため、高い

倫理性を自覚し、良心と責任感を持って議員の品

位を保持し、自己の地位に基づく影響力を不正に

行使し、町民の疑惑を招くことの無いように、努

めなければならない。なお、議員の政治倫理等に

関する必要な事項は、要綱で別に定める。

第９章　条例の位置付けと議会及び議員の

　　　　責務

（最高規範性）

第  16条　この条例は、議会運営の最高規範であり、

⑤ へ

⑤ ④


